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埼玉県の温暖化対策に関する情報をご紹介させていただくために、 
「埼玉県温暖化対策メールマガジン」を発行しています。 
メールマガジンをご愛読いただくために、できるだけ皆様の 
ご意見を反映させていきたいと考えていますので、 
掲載を希望する情報や掲載内容にお気づきの点がございましたら、 
お知らせくださるようお願いします。 
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埼玉県地球温暖化防止活動推進員 前中豊子さん 
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（１）エコライフ DAY＆WEEK 埼玉 2025（夏）にチャレンジ！ 

（２）★☆★埼玉県環境アドバイザーになりませんか★☆★ 

（３）企業等における省エネ・再エネ活用設備導入補助金の申請を受付中です！ 

（４）中小企業向け 脱炭素に向けた補助金等活用セミナーを開催します ７/９(水)〆切 

（５）県内中小企業向け 省エネナビ診断の申込受付中 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



─*☆*☆*★☆*─ 
 コラム 

─*☆*☆*★☆*─ 
 
温暖化防止活動推進員となり 1年と少し経ちました。まだまだ試行錯誤の毎日ですが、

日々の暮らしに取り入れてよかったと思っているのは、４年ほど前から始めたコンポス

ト。毎日、台所から出る野菜の残さから堆肥を作っています。 

水分が多く重い生ごみは、燃えるごみとして回収するにも燃やすにも大量のエネルギー

を消費するといいますから、立派な省エネ活動です。 

そしてできた堆肥で野菜を育て収穫するのもコンポストの楽しみです。昨年はジャガイ

モやキュウリのほか、ヘチマを栽培し、たわしを自作しました。思いのほか泡立ちもよい

ので、食器洗いのスポンジとして愛用しています。小規模ながらですが脱プラスチックの

成功です。 

野菜の残さが微生物の力を借りて土にもどり、それを栄養とする植物の力で食べ物や雑

貨に姿を変えてまた戻ってくる。これは自然循環の恩恵を実感できる瞬間でもあります。 

家庭菜園がちょっと苦手…という方は、最近は堆肥を回収して農家で野菜を作る活動を

しているコンポストの会社もあるようです。もしコンポストに興味をお持ちの方がいた

ら、自然循環の力を実感しながら省エネ活動してみませんか。 

 

埼玉県地球温暖化防止活動推進員  前中 豊子 

 

 

 

─*☆*☆*★☆*─☆*─☆*─*─ 
  埼玉県からのお知らせ 

─*☆*☆*★☆*─★☆*─★☆*─ 
 

（１） エコライフ DAY＆WEEK 埼玉 2025（夏）にチャレンジ！(１０/１４（火）まで) 

 

  エコライフ DAY（デイ）＆WEEK（ウィーク）は、取組項目をチェックして、広く県民

の皆様にエコライフを体験していただくものです。取組項目を見ながら、省エネ・省資

源など環境に配慮した生活をしてみてください。 

 「エコライフ DAY＆WEEK 埼玉特設サイト」から、お手持ちのスマートフォンやタブレッ

ト端末からでも簡単に二酸化炭素の削減量や電気代などの節約金額を実感できます。 

地球温暖化の影響は、大雨や熱中症搬送者数の増加、農作物の品質低下など、既に身

近にあらわれています。地球温暖化防止のため、ご自身のライフスタイルを見直すきっ

かけにしませんか？ 

 



[取組例] 

☆「室温 28℃を目安に控えめに冷房を使った」  

 →1 日で CO2は 128g 削減、電気代は 1年で約 1,027 円節約 

☆「出かけるときは車を使わず、徒歩・自転車・バス・電車を利用した」 

 →1 日で CO2は 192g 削減、電気代は 1年で約 2,617 円節約 

 

  [実施期間] 令和７年６月１５日（日）～令和７年１０月１４日（火） 

  エコライフ DAY＆WEEK への参加はこちらをご覧ください。(特設サイト) 

  https://ecolife-saitama.jp/ 

  エコライフ DAY＆WEEK について詳しくはこちらをご覧ください。(県ホームページ) 

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0502/ecolifeday.html 

 

 

（２） ★☆★埼玉県環境アドバイザーになりませんか★☆★ 

  

埼玉県では、豊富な経験や知識を持ち、地域での環境保全活動や環境学習等に 

指導及び助言等を行う方を「環境アドバイザー」として登録し、紹介しています。 

 

環境に関する資格や経験を生かして、地域で活動してみませんか。 

 

将来を担う子供への環境学習の充実や企業の取組への助言など、 

環境への理解や環境保全活動の促進に貢献していただけると幸いです。 

 

詳細は、県ホームページ「埼玉県環境アドバイザーの募集について」を御覧ください。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0501/r2_ead_koubo.html 

 

 

（３） 企業等における省エネ・再エネ活用設備導入補助金の申請を受付中です！ 

 

  産業部門及び業務その他部門の脱炭素化を促進するとともに、エネルギーの効率利用や

地域のエネルギーレジリエンスの強化を図るため、県内にある事業所に省エネ・再エネ活

用設備を導入する者に対し、予算の範囲内において補助金を交付します。 

  このたび、以下のとおり補助金の募集を開始しましたのでお知らせします。 

 

～企業等における省エネ・再エネ活用設備導入補助金～ 

●募集期間 

令和７年７月１日（火）～令和７年７月１８日（金） ※１７時必着 

  



●補助対象設備 

①太陽光発電設備及び蓄電池 

②その他再生可能エネルギー発電設備（水力、バイオマス） 

③熱利用設備（太陽熱、バイオマス熱、地中熱） 

④その他基盤インフラ設備（自営線、蓄熱設備、熱導管、エネルギーマネジメントシステ

ム） 

⑤コージェネレーションシステム 

 

補助要件等の詳細については、以下の県ホームページを御確認ください。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0503/datutanso.html 

 

《問合せ先》 

埼玉県環境部エネルギー環境課 

創エネルギー推進担当 

TEL：048-830-3024 

 

 

（４） 中小企業向け 脱炭素に向けた補助金等活用セミナーを開催します ７/９(水)〆切 

 

 中小企業向けの脱炭素取組の支援策（省エネ診断、補助金、融資等）に関するセミナーを

開催します。 

本セミナーは、埼玉県 SDGs 官民連携プラットフォーム「カーボンニュートラル推進分科

会」の取組です。 

 

＜概要＞ 

「中小企業向け 脱炭素に向けた補助金等活用セミナー」 

日時：令和７年７月１１日（金）10:00～11:40 

主催：埼玉県 

場所：オンライン（ZOOM ミーティングを予定） 

対象：中小企業 

定員：100 名程度 

費用：無料※要申込 

事務局：特定非営利活動法人環境ネットワーク埼玉 

 

＜プログラム＞ 

１ 県の支援策について  

「埼玉県の省エネ診断と補助金について」 埼玉県温暖化対策課  

２ 国の補助金について  



「省エネ設備への更新支援について」 一般社団法人環境共創イニシアチブ  

３ 金融機関の支援について 

  ①「中小企業が脱炭素に取り組むための金融商品や融資について」 

埼玉りそな銀行 経営企画部サステナビリティ推進室 

  ②「中小企業が脱炭素に取り組むための貸付制度等について」 

日本政策金融公庫さいたま支店中小企業事業 

 

※セミナーの申込と詳細は下記を御覧ください（事務局ホームページ） 

 https://www.kannet-sai.org/about/activities/2025/0711.html 

 

【お問い合わせ先】 

埼玉県環境部 温暖化対策課 計画制度・排出量取引担当 

電話：048-830-3021 

Email：a3030-04@pref.saitama.lg.jp 

 

 

（５）県内中小企業向け 省エネナビ診断の申込受付中 

 

埼玉県温暖化対策課では、中小企業の皆様の省エネ対策・コスト削減と脱炭素社会実現

のため、省エネ診断を実施しています。 

現在、「省エネナビ診断」の申込みを開始しましたので、御活用ください。 

 

＜省エネナビ診断とは＞ 

中小企業の皆さまを対象に、専門家が現地調査を通じてエネルギー使用状況を見える化

し、省エネ対策の提案等を行います。 

■費用 5,500 円（税込） 

■申込期限 令和８年１月３０日（金）まで（※先着順・予定件数に達し次第終了） 

※申込や詳細は下記ホームページを御覧ください 

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0502/tyusyo-sindan.html 

 

＜このような中小企業におすすめ＞ 

・すぐに取り組める省エネ対策を知りたい 

・光熱費を見直したいが、どこから手をつければよいかわからない 

・設備更新の前に、まずは現状の省エネ余地を知りたい 

・計画的な二酸化炭素排出削減に向けて取組手法を探したい 

 

＜利用者の声＞ 

・診断レポートの各提案の費用対効果や環境負荷削減が定量的で検討しやすい 



・過剰な設備投資が見つかり役員に報告できた 

・取引先から二酸化炭素排出削減の計画書作成を求められ、省エネ診断を利用した 

 

【事務局】 

特定非営利活動法人  環境ネットワーク埼玉 

電話：048-749-1217 

Email:shindan@kannet-sai.org 

 

【お問い合わせ先】 

埼玉県環境部 温暖化対策課 計画制度・排出量取引担当 

電話：048-830-3021 

Email：a3030-19@pref.saitama.lg.jp 
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